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曜日や休日と自殺リスクの関連 

 

概要 

東京大学大学院医学系研究科のキム・ユンヒ准教授と橋爪真弘教授らの研究グループ

は、世界 26 か国のデータを解析し、曜日や休日により自殺リスクが変動することを明

らかにしました。この研究成果は、特定の曜日や休日など自殺リスクが高い時期をメ

ンタルヘルスの専門家が認識することで予防のための支援行動を取りやすくすること

が期待されます。本研究の成果は、英国医師会雑誌 British Medical Journal に掲載

されました。 

自殺リスクが曜日や休日によって変動し、世界的に特定の日に自殺リスクが高まるこ

とを報告しました。世界 26 か国 740 地域のデータ（1971～2019 年）を基に、月曜日

と元日はリスクが高いことが示され、週末や祝日は地域によって異なることがわかり

ました。 

 

毎年、世界中で何百万人もの人々が自殺によって亡くなっています。世界保健機関に

よると 2019 年には世界で 70 万人以上が自殺で命を落とし、15歳から 29 歳の若者の

死因の第 4位となっています。自殺の理由は個人的要因から社会的要因まで多岐にわ

たることが知られていますが、特定の時間的変動があることも古くから知られていま

す。 

 

「我々の研究は、自殺リスクが曜日によってどのように変動するかを調査し、元日、

クリスマス、国民の休日などの祝日を通常の日と比較しています」と東京大学大学院

医学系研究科国際環境健康学教室のキム・ユンヒ准教授は話します。「月曜日と元日は

ほとんどの国で自殺リスクが高いことがわかりましたが、これは新たな週の始まりに

伴うストレスの増加によるものと思われます。一方で、クリスマスの自殺リスクはそ

れほど顕著でなく、地域によって異なる傾向がありました。元日とクリスマス以外の

休日は、総じて自殺リスクが低いことがわかりました。」 

 



これまで、自殺という非常に敏感なテーマに関する研究は、主に欧米を中心に国ごと

の研究が中心でしたが、今回キム教授と共同研究チームは、生活習慣や文化の異なる

国・地域間で一貫したデータ解析手法を用いて、比較研究を行いました。結果、多く

の北米、アジア、ヨーロッパの国々では週末の自殺リスクが低かったのに対し、中南

米、フィンランド、南アフリカではリスクが増加していました。 

 

「これは異なる週末の飲酒文化に関連しているかもしれませんが、宗教や労働条件な

ど他の要因の影響の可能性もあり、さらなる研究が必要です」とキム教授は話してい

ます。 

 

今回の発見は国際的な視点での新しいエビデンスを提供しますが、因果関係を示すに

は制限のある観察研究であることから、研究チームでは臨床的側面を含む詳細な研究

が行われることで、結果が検証されることを望んでいます。また、本研究では一部の

国・地域を対象としているのでより普遍的な解釈をするためにはさらに多くの地域で

同様の研究を行う必要がありますが、今回の研究結果は自殺研究および関連する公衆

衛生政策において重要な意味があると考えられます。 

 

「特定の曜日や休日と関連する自殺リスクを認識することで、自殺リスクの高い脆弱

な人々だけでなく、精神保健サービス関連業務の従事者にとっても、予防行動を取っ

たり、タイムリーなサポートを提供するなど細心の注意を払うことが重要です。」とキ

ム教授は話しています。 

 



 

研究対象の 26 か国 740 か所の位置と、研究期間中の月曜日の自殺件数の割合。©2024 
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このプレスリリースは英語プレスリリースの翻訳です。原文はこちらをご覧くださ
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